


GOODYEAR Vitz & 86/BRZ Dream Cup 2018
6 Hours Endurance Race at Fujispeedway

Race Report レースレポート

12月16日(日)に開催されたグッドイヤー
Vitz & 86/BRZ Dream Cup 6時間耐久
レース。早朝、雲の隙間から富士山が顔
を覗かせときより太陽も差すものの、パ
ラっと雨粒が落ちてきたり不安定な天
気ではあったが、この時期としては厳し
い冷え込みでいない中で、今年の富士ス
ピードウェイで行われる最後のレース
が開催された。

86/BRZとVitzの2クラスで競われる
今大会。86/BRZクラスは8分間、Vitz
クラスは12分間で公式予選が行われ
た。まず7;45からクラスごとに行われ
た決勝のグリットを決める予選で総合
トップタイムを出したのは86&BRZク
ラスの 91 千葉県自動車総合大学校
86 市丸聡/本吉正樹組 2ʼ05.614。Vitz
クラスでは 8 東京IRCプロμvivoヴィ
ッツ イシカワヨシオ/三浦康司/黒須聡一/渡辺圭介組 2ʼ16.980。ヴィッツCVTクラスは144 ネッツ東都RCヴィッツ 柚木宏一郎/金沢宜紀組 2ʼ25.551といった結果に
なっている。

予定通り9:55にフォーメーションラップが開始され、10:00に決勝レースがスタ
ートとなり、その時点では天候は曇り空だが所々で霧雨が降り出しており、気温
1,3度、路面温度7.9度といったこの時期らしいコンディション。ナンバー付き車
両でこれから長い耐久とのこともあり、スタート直後から綺麗な隊列で駆け抜け
て行くマシン達。

3周目にトップに立ったのは予選12番手からジャンプアップしてきた92 
TʼSCONSEPT86片岡/森山/DAISUKE/AKI組。しばらくはトップのままポジショ
ンをキープ。11:11、給油OKの時間になるとまずヴィッツクラスが続々と給油レ
ーンに入ってくる。続いて86&BRZ勢も続々と給油＆ピットイン。11：30にはそ
れまでも晴れ間と雨の場所がコース上で点在していたが、コース全面的に雨が降
ってくる天候に変化。一度目のピットインが終了したころにはトップは123 
NETZ富山Racing86 松井孝允/松井宏太/小原侑己組。

２回目のピット作業も終わり、２時間経過時点でもトップは１２３ 松井/松井/小
原組、2番手には11秒差で97 神奈川トヨタ☆DTEC86R 近藤翼／小河諒組がつけ
てきた。Vitzのトップは 922 福岡板金☆ドリーム☆Vitz 久保凛太郎/福岡滋/渡
辺祥史/咲川めり組。

その後も何度かの給油とドライバーチェンジを重ねてコンスタントに決勝レー
スは進んで行く。三分の二が経過した4時間の時点での順位は総合トップが102
周で123 松井/松井/小原組、3秒差で97 近藤/小河組が追いかける。Vitzでは96周
で68 N静浜アスク和光ロパ号Vitz 三浦/堤/ 新崎組がトップ。3秒差で887今井/
橋本組が追いかけている。

天候も路面コンディションもコロコロと変わった今回の決勝レースだが、残り15
分となったところでアクシデントのマシン排除の為SC導入され、各クラストップ集団の差が無くなってところでリスタートとなるドラマチックの展開になり、その状況
の中で総合/86&BRZクラスの優勝は123 松井/松井/小原組。2位には97 近藤/小河組。Vitzクラスでは887 N中京GRガレージ小牧Vitz 今井孝/橋本逹宏組がトップでチ
ェッカーを受け、2位には138 N中京GRGミッドレスVitz 神谷/堀内組。Vitz CVTクラスは144 ネッツ東都RCヴィッツ柚木宏一郎/金沢組が優勝した。

レース後、各クラスの優勝ドライバー達のコメント。総合．86＆BRZ 123 「チームがたててくれた作戦通りに沿って、ドライバーはロボットになった気持ちで走り切りま
した」ヴィッツ 887  「チームの作戦通りにすべてが上手くいきました、SCが入っても上手く切り抜けられたし皆のおかげです。今年のしめくくりとして最高です！」
Vitz CVTクラス144 「完走目標でした
が路面や天候もコロコロ変わった中で
何事もなく安全運転で乗り切りました
」と話している
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